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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 25,046 5.2 561 28.6 657 24.2 437 238.0
23年3月期第3四半期 23,811 △7.0 436 67.0 529 51.6 129 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 250百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 17百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 16.68 ―
23年3月期第3四半期 4.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 33,850 25,379 74.6
23年3月期 32,818 25,299 76.6
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  25,244百万円 23年3月期  25,150百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
24年3月期 ― ― ―
24年3月期（予想） 5.00 5.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,340 5.0 700 △8.9 800 △8.9 480 24.7 18.55



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 31,460,000 株 23年3月期 31,460,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 5,586,756 株 23年3月期 5,037,729 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 26,225,644 株 23年3月期3Q 26,482,954 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響からの回復の兆しが見られたものの、

欧州の財政不安や円高等により、依然として先行きが不透明な状況で推移しました。道内経済においても、住宅

投資等に持ち直しの動きが見られますが、公共投資の減少等により、厳しい状況が続きました。   

このような経営環境のなか、当社グループは、地域に密着した営業活動を積極的に展開するとともに、より一

層の収支改善に努め、経営体質の強化等に取り組んでまいりました。 

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高25,046百万円（対前年同期比5.2％増）、営業利益561百万円（同

28.6％増）、経常利益657百万円（同24.2％増）、四半期純利益437百万円（同238.0％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

① 旅客自動車運送事業 

乗合バス部門は、札幌市内における路線の新設や、高速バスにおける増回及び乗車箇所の増設を行うなど、利

便性の向上に努めたほか、道内バス会社13社共同で、都市間高速バスの広告宣伝活動を引き続き実施しました。

前期に比べ雪解けが早く、バスから自転車への乗り換えが早まったことや、東日本大震災の影響による空港連絡

バス等の輸送需要の落ち込みがありましたが、札幌市営地下鉄との乗継割引制度におけるバス事業者の負担解消

等により、増収となりました。貸切バス部門は、景気低迷、少子化、旅行形態の多様化等に加え、東日本大震災

の影響により輸送需要が減少し、減収となりました。 

この結果、売上高は15,561百万円（対前年同期比0.9％増）、営業利益は486百万円（同37.1％増）となりま

した。 

  なお、貸切バス部門は、通常の営業形態として夏期が繁忙期であるため、第１四半期及び第２四半期の売上高

が他の四半期に比べて高くなる季節的変動があります。 

  

② 建設業 

  建設業は、公共事業の予算規模縮小や民間設備投資が低水準で推移するなか、受注確保に努めたことで、増収

となりました。 

  この結果、売上高は5,912百万円（対前年同期比23.2％増）、営業損失は14百万円（前年同期は113百万円の営

業損失）となりました。 

  

③ 清掃業・警備業 

清掃業・警備業は、契約先の経費削減を背景とした解約や契約内容の見直し等がありましたが、臨時物件を受

注したことにより、増収となりました。 

この結果、売上高は1,949百万円（対前年同期比1.5％増）、営業利益は70百万円（同3.7％減）となりました。

  

④ 不動産事業 

不動産事業は、不動産販売収入が減少しましたが、賃貸収入は増加しました。 

この結果、売上高は617百万円（対前年同期比0.6％増）、営業利益は242百万円（同3.8％減）となりました。 

  

⑤ 観光事業 

小樽天狗山スキー場は、天候不順によるロープウェイ利用の減少等により、減収となりました。ニセコアンヌ

プリ国際スキー場は、外国人来場者の減少があるなかで、前年並みの収入を確保しました。ホテルニセコいこい

の村は、学生団体客が減少しましたが、個人客が増加したことで前年並みの収入となりました。 

この結果、売上高は326百万円（対前年同期比2.4％減）、営業損失は237百万円（前年同期は207百万円の営業

損失）となりました。 

なお、当セグメントは、スキー場の営業が冬期間中心であるため、第４四半期の売上高が他の四半期に比べて

高くなる季節的変動があります。 

  

⑥ その他の事業 

飲食業においては、既存店舗において、利用客の減少等がありましたが、６月から長崎ちゃんぽん専門店「リ

ンガーハット」５店舗の運営を順次開始したことにより、増収となりました。自動車教習所は、授業料収入が減

少しました。旅行業は、東日本大震災の影響による団体旅行の中止や延期等がありましたが、新規法人団体を獲

得したことにより、増収となりました。 

この結果、売上高は2,754百万円（対前年同期比2.0％減）、営業利益は30百万円（同52.0％減）となりまし

た。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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２．四半期連結財務諸表 
(１)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,323,672 6,155,852

受取手形及び売掛金 2,583,669 3,482,069

有価証券 198,657 83,673

販売用不動産 16,952 7,203

原材料及び貯蔵品 160,845 147,169

未成工事支出金 98,157 416,862

その他 419,951 839,840

貸倒引当金 △1,679 △2,307

流動資産合計 9,800,226 11,130,363

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 18,460,861 18,875,474

減価償却累計額 △13,761,639 △13,973,855

建物及び構築物（純額） 4,699,222 4,901,619

車両運搬具 25,440,323 24,261,319

減価償却累計額 △21,691,432 △21,058,374

車両運搬具（純額） 3,748,890 3,202,944

土地 10,684,490 10,753,755

その他 4,240,244 4,366,719

減価償却累計額 △3,771,325 △3,830,793

その他（純額） 468,919 535,925

有形固定資産合計 19,601,523 19,394,245

無形固定資産 69,197 117,690

投資その他の資産   

投資有価証券 2,665,849 2,501,315

その他 717,870 730,884

貸倒引当金 △35,850 △23,547

投資その他の資産合計 3,347,869 3,208,652

固定資産合計 23,018,590 22,720,589

資産合計 32,818,816 33,850,952

北海道中央バス㈱　(9085)　平成24年3月期第3四半期決算短信

－3－



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,633,687 2,169,013

未払法人税等 276,286 273,640

賞与引当金 179,949 89,608

その他の引当金 3,390 10,807

その他 2,009,034 2,589,443

流動負債合計 4,102,347 5,132,513

固定負債   

退職給付引当金 2,359,480 2,379,746

役員退職慰労引当金 250,252 260,085

その他 806,782 699,427

固定負債合計 3,416,514 3,339,259

負債合計 7,518,862 8,471,773

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,100,000 2,100,000

資本剰余金 751,101 751,101

利益剰余金 23,232,051 23,523,206

自己株式 △1,145,822 △1,171,164

株主資本合計 24,937,330 25,203,143

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 213,512 41,657

その他の包括利益累計額合計 213,512 41,657

少数株主持分 149,110 134,378

純資産合計 25,299,953 25,379,179

負債純資産合計 32,818,816 33,850,952
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(２)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
(四半期連結損益計算書) 
(第３四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 23,811,593 25,046,681

売上原価 21,700,542 22,806,141

売上総利益 2,111,050 2,240,539

販売費及び一般管理費 1,674,091 1,678,650

営業利益 436,959 561,888

営業外収益   

受取配当金 32,986 35,334

持分法による投資利益 13,951 15,213

その他 46,514 45,452

営業外収益合計 93,452 96,000

営業外費用   

支払利息 925 315

自己株式取得費用 － 169

営業外費用合計 925 485

経常利益 529,485 657,403

特別利益   

固定資産売却益 16,369 82,778

受取保険金 － 27,411

その他 78,699 16,389

特別利益合計 95,069 126,579

特別損失   

固定資産除売却損 23,973 29,376

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 148,200 －

その他 66,860 13,664

特別損失合計 239,033 43,041

税金等調整前四半期純利益 385,521 740,942

法人税、住民税及び事業税 344,910 446,179

法人税等調整額 △72,303 △127,844

法人税等合計 272,607 318,335

少数株主損益調整前四半期純利益 112,914 422,607

少数株主損失（△） △16,483 △14,732

四半期純利益 129,397 437,339
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 112,914 422,607

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △95,178 △171,789

持分法適用会社に対する持分相当額 △93 △65

その他の包括利益合計 △95,272 △171,854

四半期包括利益 17,641 250,752

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 34,125 265,484

少数株主に係る四半期包括利益 △16,483 △14,732
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該当事項はありません。   

   

   

当第３四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しておりま

す。 

   

   

該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント
調整額 
(千円) 
（注１） 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(千円) 

（注２） 

旅客自動車 
運送事業 
(千円) 

建設業 
(千円) 

清掃業・
警備業 
(千円) 

不動産事業
(千円) 

観光事業 
(千円) 

その他の
事業 
(千円) 

合計 
(千円) 

売上高                  

外部顧客に対する 
売上高 15,491,368  5,768,734 1,224,139 416,052 316,650 1,829,735  25,046,681  － 25,046,681

セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

69,812  143,779 725,843 201,857 9,533 924,390  2,075,217 △2,075,217 －

計 15,561,180  5,912,514 1,949,982 617,910 326,184 2,754,126  27,121,899 △2,075,217 25,046,681

セグメント利益又は 
セグメント損失(△) 486,344  △14,658 70,026 242,117 △237,678 30,858  577,009  △15,120 561,888

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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